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Aus der med. Universitatsklinik von Prof. Dr. K. Kakinuma, Okayama.

Experimentelle Studien uber die Perspiratio insensibilis und 

den respiratorischen Gaswechsel, (‡U. Mitteilung).

Der Einfluss von einigen, in das vegetative Nervensystem

 eingreifenden Pharmaka.

Von

Stabsarzt Dr. Med. Taro Nagayama.

Eingegangen am 18. Januar 1932.

Die Vermutung liegt nahe, dass die in das vegetative Nervensystem eingreifenden 

Arzneimittel auch auf Hautgefasse, versehiedene Hautdrusen und respiratorische Organe 

einwirken, und auch damit eine entsprechende Zu-oder Abnahme der Perspiratio in

sensibilis (P. i.) stattfinden soll. In Bezug darauf untersuchte der Verfasser, wie folgt, 

die gesammte P. i. und den resp. Gaswechsel am Kaninchen mit dem modifizierten 

Haldane-Apparat, und bestimmte auch das perspirierte Wasser der Haut an Kranken 

mittels der Fliesspapier-methode nach Teraschima, unter mittleren atmospharischen 

Versuchsbedingungen.

Die Ergebnisse lauten wie folgt:

1) Atropin und Adrenalin setzten bei subkutaner Einverleibung die P. i. des Kanin

chens und die unmerklichen Hautwasserabgabe des Menschen deutlich herab. Diese 

Erscheinung beruht hauptsachlich auf der verminderten Durchblutung der Hautorgane 

u nd dem sekretionshemmenden Einfluss auf die Schweissdrusen.
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2) Nach subkutaner Verabreichung des Pilocarpins von mittlerer Dosis und nach 

Aufnahme von Alkohol wurde die P. i. des Kaninchens und die unmerkliche Hautwasser

abgabe des Menschen durch eine starke Hyperamie des ganzen Korpers, Polypnoe und 

Vermehrung der Schweisssekretion erhoht.

3) Bei Versuche an toten Kaninchen, wobei eine Durchblutung der Haut zwar ganz 

wegfiel, nahm die Hautwasserabgabe allmahlich ab, und wurde nach 10 Stunden fast 

uumessbar, wahrend wir oben gesehen haben, dass die Durchblutung der Haut einen 

recht bedeutsamen Einfluss auf die Perspiration bat.

4) Der resp. Gaswechsel an den Versuchstieren stieg sowohl nach der Adrenalin

und Pilocarpininjektion, wie auch nach Alkoholaufnahme, und sank nach Atropinver

abreichung herab.

Aus diesen Resultaten ersieht man, dass die Hautwasserabgabe zum grossten Teile 

unter mittleren atmospharischen Bedingungen durch den nicht sekretorischen Apparat 

der Haut geschieht, und dass die P. i. der Haut unter Mitwirkung der unmerklichen 

Schweisssekretion aktiv und regulierend am Warmehaushalt des Organismus teilnimmt.

(Kurze Inhaltsangabe).
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ナル關係 ヲ有 スル コ トヲ述 ベダ リ.植 物神 經 ニ作用 ヲ及 ボス藥 物中Atropin, Pilocarpin, Ad

renalin等 ハ皮膚 ニ於 テハ血管,諸 腺,就 中,汗 腺分泌作用 等 ニ影響 ヲ及ボ シ,此 他 呼吸器粘膜

或 ハ呼吸氣量 等 ニモ作用 スル コ トハ周 知 ノ事實 ニ シテ,近 來此等 ノ藥劑 ヲ用 ヒテP. i.ノ 研 究,

殊 ニ其 ノ本態 ニ關 スル研鑽 ニ資 セ ン トセルモノニ, Loewy u. Wechselmann, Moog等 ノ人體

ニ就 テ試 驗, K. Eimerノ 家 兎 ニ就 テノ實驗 アリ.然 レ共其 ノ見解 ニ於 テ一致 ヲ見 ズ シテ,尚 ホ

疑 義ノ存 スル所尠 ナ カラザルハ遺憾 トスル所 ナ リ.又 吾 人 ガ日常,臨 牀 上遭遇 スル所謂植物神

經 緊張異常症即 チSympathikotonie或 ハVagotonieノ 場 合 ニ於 テ,之 ト諸種勢 力,或 ハ温熱

代謝,就 中P. i.ト ノ關係 ハ今 日尚ホ詳 ナラザル點頗 ル多 シ.

余 ハ茲 ニ人體 皮膚P. i.及 ビ家兎 ノ總P. i.ニ 就 テ, Atropin, Pilocarpin及 ビAdrenalinヲ 用

ヒ,更 ニAlkohol投 與後,竝 ニ死家 兎ニ於 テ之 ガ檢索 ヲ試 ミ,家 兎 ニア リテハ同時 ニ呼吸瓦斯

代謝 ノ状 ヲモ併 セ觀察 ヲ行 ヒ,是 ヨ リ上述諸 問題 ニ關 シテ考 察 ヲ試 ミン トスル モノナ リ.

第2章　 實 驗 成 績

實 驗 材 料 トシテ,患 者 及 ビ健 康 ナ ル 看護 婦,同 實

習 生 ヲ煩 ハ シ,試 獸 ニハ 專 ラ家 兎 ヲ使 用 セ リ.

家 兎 ノP. i.ハ 第1報 所 載 ノ裝 置 ニ ヨ リテ 測 量 シ,

同 時 ニ呼 吸 瓦 斯 代 謝 ヲモ計 測 シ,實 驗 時 間 ハ 毎 囘30

分 間 トセ リ.

人 體 皮 膚P. i.ノ 測 定 ハ從 來多 數 ノ方 法 ノ考 案 サ レ

ア ルモ,余 ハ 寺 島 氏所 報 ノ吸取 紙 ヲ 以 テ ス ル方 法 ヲ

用 ヒ タ リ.蓋 シ該 方法 ハ臨 牀 上,局 所 發 汗 量,或 ハ

P. 1.ヲ 測 定 ス ル ニ當 リテ,操 作 最 モ 簡 易 ニ シテ,且

極 テ 正確 實 驗値 ヲ得 ル コ トヲ追 試 確 證 スル コ トヲ得

タ ル ヲ以 テ ナ リ.即 チ皮膚 水分 吸 收 ニ用 フ ル吸 取紙

ハ 英國 製Bang血 糖 用紙 ニ シテ,大 サ,約2.5cm×

1.5cm,重 量,約100mgニ シテ 此 ヲ被 檢 皮膚 部 ニ

貼 用 シ,此 ノ上 ニ蒸 發 ヲ防 止 スル 目的 ヲ以 テ,錫 箔,

大 サ,約3.2cm×2.2cmヲ 以 テ 覆 ヒ,更 ニ此 ノ上 ニ

此等ヲ固定ノ目的ヲ以テ,亞 鉛華絆創膏,大 サ,約

4cm×3cmヲ 以テ被覆貼用ス. Bang吸 取紙及 ビ錫

箔ハ試驗前豫メ硫酸乾燥器中ニ貯藏シ,充 分乾燥 セ

シム.又 被檢皮膚ハ試驗前乾燥セル綿紗ニテ輕ク清

拭乾燥セシムルヲ要ス.實 驗時間ハ 毎囘30分 間 ト

シ,試 驗前後ニ於ケルBang吸 取紙 ノ重量ノ差ハ 即

チ皮膚蒸發水分ニ相當 スベク,此 レガ秤量ハTor

sionswageヲ 以テス.皮 膚水分蒸發量ハ 局所的ニ差

異アルベキヲ以テ, (Peiper, Loewy,寺 島)毎 囘一定

場所 ヲ擇ブヲ要シ,余 ハ多ク胸骨中央 ノ部位,或 ハ

其ノ附近ニ於テ之ヲ行ヘリ.

此他,人 體皮膚ニ就 テノ實驗ニ際 シテハNoothaas

氏法 ニヨリテ皮膚毛細管反應ノ状ヲモ觀察 シ,此 際

毎囘皮膚上 ノ壓力ハ120gト セ リ.

第3章　 實 驗 成 績

第1節　 Atropin試 驗

Atropin劑 ハ 分 泌神 經 ノ末 端 ニ 作 用 シ,諸 腺 殊 ニ

汗 腺 ノ分 泌 機 轉 ヲ抑 制 ス ル コ トハLuchsinger以 來

周 知 ノ事 實 ナ リ, AtropinガP. i.ニ 及 ボ ス 影響 ニ就

テ, Loewy-Wechselmannハ 發 汗 状 ニ ナ キ 普 通 人 體

皮 膚 ニ ア リテ ハ,汗 腺 ヲ缺 除 セ ル モ ノ ト同 ジ ク,皮

膚 ニ著 變 ナ シ ト 謂 ヒ, Moogハ4例 ノ人 體 ニ テ 於
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Atropin注 射 後 恒 ニP. i.ノ 減 少 ス ル コ ト ヲ經 驗 シ,

 Eimerハ 家 兎 ノ皮 膚 ニハAtropin注 射 ノ影 響 ナ シ ト

ナス.其 ノ他此種 ノ實驗的研究ハ尚ホ不十分ニシテ

定説ヲ缺グ.

第1項　 人體皮膚ニ就テノ實驗

2例 ニ 就 キ,各 例0.1% Atropium sulfuricnm

 1.0cc皮 下 注 射 ヲ行 ヒ,注 射前,注 射 後, 5分, 40

分, 75分, 110分 ヨ リ 各30分 間 前 記 寺 島 氏 法 ニ ヨ

リテ,胸 部 皮 膚P. i.ヲ 測 定 シ,同 時 ニ體 温(腋 窩),脉

搏,呼 吸,血 壓及ビ其ノ他 ノ症状 ヲ觀察シ,但 シP. i.

ノ他ハ毎囘實驗中數囘計測セルモノノ平均値 トス.

(以下各節ニ於テモ同ジ.)各 例ニ於テ(第1表)注 射

後ニ於ケルP. i.消長 ノ傾向ハ概ネ一致 シ,即 チ何レ

モ注射後ニ於テ僅カナガラ減少ヲ示ス.注 射後,體

温,脉 搏,呼 吸竝ニ血壓 ニ僅 カノ增加アリ,一 例ニ

於テ著明ナル 渇感ヲ訴へ, Nothaas氏 法 ニヨル皮膚

紋劃症ノ出現潜伏時間ハ注射後稍 々短縮ニ傾キ,又

自覺的ニハ輕キ全身温感ヲ覺ユ.

第1表

藤 木 ○ ♂ Parkinsonismus 43Lj.

川 口 ○ ○ 丸 ♂ 神 經衰弱 30Lj.

(備考)　 氣温=23℃　 比濕=75%

第2項　 家兎ニ就テノ實驗

第2表

中 等 大 ノ家 兎 ニ就 キ, 0.1% Atropium sulf 0.5-

1.8cc皮 下 注 射 ヲ行 ヒ, P. i.及 ビ呼 吸 瓦 斯代 謝 ヲ測 ル

ニ(第2表)3例 ニ於 テ何 レモ良 ク一 致 シ,注 射 後 間

モ ナ ク,撒 瞳 ヲ呈 シ, P. i.ハ 注 射 後30分 間 ニ於 テ 注
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射 前 ノ ソ レニ比 ス レ バ14-29%ノ 著 明 ナ ル 減 少 ヲ

示 シ, CO2ノ 排 泄 及 ビO2ノ 供 給 ハ 共 ニ減 少 シ.體 温

ニ於 テ ハ0.2℃ 前 後 ノ 下 降 ヲ 見 ル.注 射 後 呼 吸 數 ハ

稍增加 シ,皮 膚温度ハ詳細ナル計測ヲ行ハザ リシモ,

耳殼ハ注射後血管收縮 ト共ニ著シク冷却ス.

第3項　 小 括

上 記 ノ人 體 皮 膚 及 ビ家 兎 總P. i.ハAtropin注 射 後,

何 レモ減 少 ス ル コ ト ニ 一 致 ス. Atropinノ 制 汗作 用

ア ル事 實 ハ 既 ニ 明 カ ナ ル所 ニ シテ, Atropin注 射後,

人 體 皮膚P. i.ガ 外 氣 温 度 ノ左 程 高 カ ラザ ル 状 態 ニ於

テ モ,多 少 ニ拘 ハ ラ ズ減 少 ニ傾 ク コ トハMoogノ 謂

フ如 ク,或 ハ一 部Schwankenbecher等 ノ説 ノ如 ク,

汗 腺 水 分 ノ不感 知 ノ間 ニ排 泄 セ ラ レ ア ル 證 據 ニ シ

テ,余 ガ第1報 ニモ一 部所 載 セ ル如 ク,此 等 ノ水 分

ハ 外 氣 温 ノ餘 リ高 カ ラザ ル時 ニ於 テ モ能 働 的 ニ温 調

節 ニ關 與 ス ル ノ事 實 ヲ裏 書 キ ス ル モ ノナ リトス.

Atropin注 射 後,體 温 ノ變 化 ニ就 テ ハ 著 者 ニ ヨ リ

テ意 見 ヲ異 ニ シ,注 射 後 上 昇 ア リ トナ ス モ ノ,

 (Meuriot, Ott-Collmar)反 之,却 テ 下 降 ス トナ ス モ

ノ(Schroff)等 ア リ,定 説 ナ ク,余 ノ成 績,家 兎 ニ ア

リテ ハ寧 ロ下 降 ス,

Meyer-Gottlieb等 ニ ヨ レバ,皮 膚 血 管 ハ少 量 注 射

或 ハ早 期 ニ ア リテハ,血 管運 動 中 樞 ノ刺 戟 ニ ヨ リテ

皮 膚 血 管 ハ收 縮 ヲ起 スモ,多 量注 射或 ハ 晩 期 ニア リ

テ ハ,之 ヲ麻 痺 シ,皮 膚 血 管 ノ擴 張 ヲ起 シ,皮 膚 發

赤 ヲ招 來 ス ト謂 フ.余 ノ成 績 ニ於 テ ハAtropin注 射

後,皮 膚 温 ハ 家 兎 ニ ア リテ ハ 耳 殼 血 管 ノ状 ヨ リ推 察

シ,下 降 シ,人 體 ノ場 合 ハ 自覺 感 竝 ニNothaas氏 反

應,或 ハ腋 窩 體 温 計 測 値 ヨ リス ル モ,明 ニ上 昇 セ ル

コ トヲ思 ハ シム.斯 ク人 體 及 ビ家 兎 ニ ア リテAtro

pinニ 對 ス ル反 應 ノ差 アル ハAtropinニ 對 ス ル兩 者

ノ感 受 性 ノ相 違 トモ考 ヘ ラ ル.(森 島)

Atropinニ ヨル 呼 吸 水 分 ノ消 長 ハ 注 射 後 呼 吸 量 ニ

増 加 ア ル モ(Impens),氣 管 枝腺,氣 管 腺,唾 液腺 其

ノ他 諸腺 ノ 分 泌 抑 止 ノ爲(Rossbach, Heidenheim,

 Keuchel, Hecht)ノ 如 ク, Aropin注 射 後 呼 吸 水 ニ一

定 ノ變 化 ナ シ ト ノ説 ヲ ナ ス モ ノア ル モ,恐 ラ ク氣 道

粘 膜 ノ乾 燥 ニ基 キ テ 呼 出 水 分 ハ 減 少 ス ル ニ非 ズ ヤ ト

思 考 セ ラ ル ル所 ニ シテ,家 兎 ニ於 ケ ル余 ノ成 績 ヨ リ

シテ 直 チ ニ其 ノ皮 膚P. i.ノ增 減 ヲ 云 々 ス ル コ トハ 困

難 ナ リ トス.

要 之, Atropin注 射 後,人 體 皮 膚 ハ 輕 キ 充 血 ノ状

ニ ア ル モ,主 ト シテ汗 腺 分 泌 抑 止 ノ爲,其 ノP. i.ハ

却 テ 減少 シ,家 兎 ニア リテ ハ 總P. i.ハ 著 明 ニ減 少 ス

ル ヲ見 ル.
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第2節　 Pilocarpin試 驗

Pilocarpin注 射 後,唾 液 腺,涙 腺,氣 管 枝 及 ビ氣 管

粘 膜 ノ諸 腺.殊 ニ 皮膚 紅 潮 ト共 ニ多 量 ノ汗腺 分 泌 ア

リ, (Meyer-Gottlieb) Pilocarpin注 射後, P. i.ノ增 加

ハ汗 腺 分 泌 ニ 歸シ得 ル コ トハ 今 日異 論 ナキ 所 ナル モ

此 レガ皮 膚 ノ腺 裝置 以外 ノ部分 ノ關 與 ノ有 無 ニ就 テ

ハ全 ク詳 ナ ラズ.即 チ全 身 汗腺 缺 除 症 ニ就 テ ノPi

locarpin試 驗 ニ 際 シテLoewy-Wechselmannハ 皮 膚

血 管 ノ擴 張 ト共 ニP. i.ノ增 加 ヲ 認 メ, Moogハ 斯 カ

ル際 ニP. i.ニ 著 變 ナ シ トシ,又 汗 腺 ヲ缺 除 セ ル 動 物,

例 之家 兎 ノ皮 膚 ニ於 ケ ルK. Eimer等 ノ實 驗 ニ於 テ

モ同 樣 ニP. i.ニ 變 化 ナ シ トナ ス.

第1項　 人體皮膚ニ就テノ實驗

1% Pilocarpinm hydrochloricum 0.5ccヲ 皮 下 注

射 ヲ行 ヒ テ,其 ノ注 射 前 後 ニ於 テ 前 述 同 樣 寺 島 氏 法

ヲ用 ヒ テ, P. i.ヲ 測 量 シ,其 ノ他 ノ 諸症 状 ニ就 キ テ

同 一樣 式 ノ記 載 ヲ行 フ,(第3表)注 射 前 後 ニ於 テ

呼吸脉搏血壓等ニハ著變ナク,皮 膚毛細管反應出現

潜伏時間ハ注射後多少短縮シ,皮 膚温ハ腋窩ニアリ

テハ僅ニ增加 ス.唾 液及 ビ汗量ハ共 ニ著 シク增加

シ,但 シ第1例 ニ ア リテ ハ 治療 ノ 目的 ニ 連 日Atro

pin劑 ヲ連 用 セ ル 爲 カ,第2例 ニ 比 シ テ 可 成 著 シキ

懸 隔 アル ヲ認 ム.

第3表

藤 木 ○ ♂ 43Lj. Parkinsonismus

川 口 ○ ○ 丸 ♂ 30Lj. 神 經衰弱症

(備考)　 氣温=24.0　 比濕68%

第2項　 家兎ニ就 テノ實驗

中 等 大 家 兎 ニ 就 キ テ1% Pilocarpium hydrochl. 

0.4-0.6cc皮 下 ニ注 射 ヲ行 ヒ テ其 ノ前 後 ニ於 ケル 成

績 ヲ比 較 ス ル ニ.(第4表). P. i.ハ 一般 ニ13-44%

ノ增 加 ヲ示 シ,呼 吸 數 稍增 加 ア リ,呼 吸 瓦 斯 代謝 ハ

増 加 シ. R. Q.ハ 上 昇 ス.基 礎 代 謝 ノ增 加 ハ 諸腺 分 泌

機 能 ノ亢 進 ニ基 ク モ ノ トセ ラ ル(森 島). Pilocarpin

注射後耳殼血管 ハ著明ニ擴張 シ甚ダ温暖ニ觸シ.直

腸體温ハ3例 中2例 ニ於テ下降1例 ニ於テ僅微ナル

上昇ヲ見ル.此 他注射後流涎,下 痢等ヲ伴ヒ,此 等

ハ第1報 所載 ノ「パラフイン」容器裝置ニ貯溜スベキ

ヲ以テ所要 ノP. i.ニ混入 ノ憂ナキモノトス.
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第4表

第3項　 小 括

Pilocarpin注 射 後 皮 膚 血 管 ノ擴 張 ヲ呈 シ,人 體 皮

膚P. i.及 ビ家 兎 ハ總P. i.ハ 著 シ ク增 加 ス. Pilocarpin

注 射後 呼 吸 量 ハ 一 般 ニ寧 ロ減 少 ス ル ヲ以 テ(Dixon

Ranson),氣 道 粘 膜 分 泌 亢進 ア ル モ,呼 吸 水 ハ一 定

ノ呼 氣 温 度,例 之, 32.5-33.5℃ ニ於 テ 飽 和 ノ状 態 ニ

ア ル ベ キ ヲ以 テ(Loewy-Gerhartz), Pilocarpin注 射

後 呼 出水 ハ增 加 ナ キ コ トハ 思 考 セ ラル ル所 ニ シテ,

從 而 余 ノ家 兎 ニ於 ケル 場 合 モP. i.ノ增 加 ハ 主 トシテ

皮膚P. i.ノ增 加 ニ ヨル モ ノ ト推 察 セ ラ ル.

斯 ク ノ如 ク皮 膚 血 行 ノ状 態 ハP. i.ニ 影 響 ヲ及 ボ ス

所 甚 ダ顯 著 ナ ル モ ノア リ,從 而 人 體 皮 膚 ニ 於 テ ハ

Pilocarpin注 射 後 多 量 ノ汗 腺 分 泌 アル ハ 單 ニ 汗腺 血

行 ノ旺 盛 ニ ヨル分 泌 機轉 促 進 ヲ以 テ 説 明 セ ン トス ル

モ ノア ル モ(Moog, Burn),此 レガ汗 腺 分 布神 經 ヘ ノ

直達 作 用 ノ存 否 ハ 不明 ニ シテ將 來研 究 ヲ要 ス ル點 ナ

リ トス.

第3節　 酒精 試 驗

酒精性飮料 ノ一定量ヲ内服スル時ハ血行器 ニ及ボ

ス作用 トシテ,初 期 ニ於テ既ニ血管蓮動神 經ニ作用

シ,皮 膚ノ血管ヲ擴張セ シム ル コトアリ(Meyer

Gottlieb).酒精 或ハAtherノ 局所塗布ハ 同ジク其

ノ部 ノ充血ヲ起スベキモ,皮 脂ヲ除去スル等ニヨリ

状態變化ヲ招致スベク,カ クテハ余ノ實驗ニハ適當

ナラズト信ズ.

第1項　 人體皮膚 ニ就テノ實驗

健康ナル看護婦及 ビ同實習生ヲ煩ハシ,此 ニ赤酒

約30g或 ハCognac約20gヲ 飮用セシメ,其 ノ前後

ニ於テ胸骨部皮膚P. i.ヲ比較スルニ(第5表),攝 取

後15-30分 ニシテ,全 身温感或ハ輕キ灼熱感 ヲ覺

エ,體 温ハ腋窩ニ於テ輕キ上昇ヲ見,呼 吸,脉 搏ノ

増加アリ. P. i.ハ各 例ニ於テ增加ス.
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第5表　 酒精 試 驗

井 上 ♀ 23Lj. (52kg)

金 光 ♀ 22Lj. (45kg)

伊 丹 ♀ 20Lj. (50kg)

林 ♀ 20Lj. (55kg)

下 樂 ♀ 18Lj. (40kg)

第2項　 家兎ニ就キテノ實驗

各家兎ニ10%酒精50ccヲ 投與シ其ノ前後ニ於テ

P. i.及 ビ呼吸瓦斯代謝ヲ比較ス.(第6表).投 與 後間

モナク,呼 吸增加シ,耳 殻血管ハ充血シ,稍 發揚不

安 ノ状ヲ呈シ,次 デ深キ睡眠ニ陷ル. P. i.ハ30%前

後 ノ增加 ヲ示 シ,呼 吸瓦斯代謝 モ亦增加 シ,此 際

R. Q.ハ 却 テ 減少 ス.R. Q.ノ 減 少 ハ 酒精 ノ體 内 ニ燃 燒

ス ル時. CO2ノ 産 出 ニ比 シテO2供 給 ノ大 ナ ル ガ 爲

ナ ル ベ シ,直 腸 温 ハ0.2-0.5℃ ノ下 降 ヲ 示 シ,即 チ

放 温 大 ニ シテ 産 温 ノ之 ニ伴 ハ ザ ル ガ如 キ状 ヲ呈 ス.

第6表　 (酒精 試 驗)
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第3項　 小 括

人 體 皮膚P. i.及 ビ家 兎P. i.ハ 共 ニ酒精 飮用 後 上 昇

ス.此 際 人 體 皮 膚P. i.ノ增 加 ハ汗 腺 或 ハ腺 裝 置 以外

ノ何 レ ニ由 來 ス ルモ ノカ ヲ鑑 別 セ ン トシ,使 用 後 ノ

Bang吸 取 紙 ニ 就 キ テ. Rusznyak氏 法 或 ハKonanyi

氏 法 ヲ以 テ ス ル食 鹽 微 量 定 量法 ヲ試 ミ タ レ共,滿 足

ナ ル結 果 ヲ得 ル能 ハ ザ リキ.然 共 斯 カ ル際 ニハMoog

ノ憶 説 ノ如 ク汗 腺 機 能 ノ增 進 モ 考 ヘ ラ ル ル 所 ニ シ

テ,從 而 汗腺 分 泌增 加 ノ アル ベ キ コ トハ 想像 セ ラル

ル所 ナ リ. Eimerノ 余 ト同 量 ノ酒精 ヲ投 與 セ ル家 兎

皮 膚P. i.ノ增 加 ハ20-30%ニ シテ.荷 モ 余 ノ成 績

ニ近 似 シ,此 レ ヨ リシテ 酒精 飮 用後P. i.ノ增 加ハ 大

部分 皮 膚P. iノ增 加 ナ ル ベ キ ヲ推 定 ス ル コ ト ヲ得.

要 之,人 體 及 ビ家 兎 ニ於 テ酒精 飮用 後 ハ皮 膚 血管

充 血 ト共 ニP. i.ノ增 加 ヲ示 ス ヲ見 ル.

第4節　 Adrenalin試 驗

Adrenalinノ 少 量 ハ血 管 ヲ收 縮 セ シ メ(Langley),

皮 膚 血 管 壁 ノ緊 張 ヲ增 加 シ(Meyer-Gottlieb),血 壓

亢 進 ヲ招 來 シ,斯 カ ル作 用 ハ速 ニ起 リ,且 速 ニ去 リ

動 物 ニ 於 テ ハ 比 較 的 緩 徐 ニ終 始 ス(Meyer-Gottlieb).

又Adrenalin注 射 後 皮 膚 ノ 毛細 管 及 ビPraekapil

larenノ 領 域 ニ血 行 不良 ヲ 惹 起 ス ベ キ コ トハHess,

 Brieger, Moog-Ambrois, Parrius等 ノ業 績 ニ徴 ス ル

モ 明 ナ リ.

Adrenalinノ 注 射 後P. i.ノ 減 少 ス ル コ トニ就 キ,

 Loewy-Wechselmannハ 血 管 收 縮 ニ ヨ リテ 曲 管 ノ水

分 放 棄 面 ノ縮 少 及 ビ單 位時 間 中 ノ循 環 血 量 ノ減 少 ニ

歸 シ,其 ノ見 解 ハ 全 ク 物 理 的 原 則 ニ據 ラ ン ト シ,

 Moogハ 血 行障 碍 ノ爲,間 接 ニ 汗 腺 機能 ノ 減 退 スベ

キ ヲ理 由 トス. Eimerニ ヨ リテ 皮 膚 腺 裝 置 以 外 ニ於

テ モAdrenalin注 射後P. i.ノ 減 少 アル コ トヲ證 明 サ

レ タ レ共 未 ダ 之 ヲ追 試 確 證 セ ル ヲ聞 カ ズ.

第1項　 人體皮膚ニ就テノ實驗

0.1% Adrenrlin hydrochloricum 0.5cc皮 下 注 射

ヲ行 フ ニ(第7表),暫 時 ニ シテ 呼 吸,脉 搏 ノ增 加,血

壓 亢 進,皮 膚 顏 面 ノ蒼 白 ト共 ニ皮膚 温(腋 窩)ノ 下 降

Nothaas氏 反 應 ノ 遷 延 ヲ起 シ,自 覺 的 ニ ハ 胸 内苦 悶

ビ及 心 悸 亢 進 ヲ愬 フ.皮 膚P. i.ハ 注 射 後 著 明 ニ減少

ス.

第7表
藤 木 ○ ♂ 43Lj. Yarkinsonismus.
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川 口 ○ ○ 丸 ♂ 30Lj.神 經衰弱症

(備考)　 氣温=23.5　 比濕=75%

第2項　 家兎ニ就テノ實驗

家 兎 ニ皮 下 或 ハ 靜脉 内 ニ0.1% Adrenalin hydro

chloricnm 0.1-0.3ccノ 注 射 ヲ行 ヒ 其 ノ 前後 ニ於 テ

比較ヲ行フ(第8表),注 射後家兎 ノ擧動ハ稍不安 ト

ナリ耳殼血管ノ著明ナル收縮及ビ之ニ伴フ冷却ヲ證

明 セ ラレ,呼 吸 ノ稍增 加 ア リ,此 際P. i.ノ增 減 ハ個

體 的 ノ差 異 ア ル モ20%前 後 ノ減少 ア リ.呼 吸 瓦 斯

代謝 ハ一 般 ニ增 加 シ, CO2ノ 排 泄 ニ於 テ約20-30%

 O2ノ 供 給 ハ6-25%程 度 ノ增 加 ア リ,之Freund

Grafe, Marine-Lehnhart等 ノ成 績 ト一 致 スル モ ノナ

リ. Adrenalin注 射 後 ノR. Q.ハ 著 者 ニ ヨ リテ 一 致 セ

ズ,例 之Wilenkoハ 低 下 ス ル ト謂 ヒ, Bernstein,

 Bernstein-Fulta等 ハ 著 變 ナ シ ト シ, Juschtsohenko

ハ增 加 ス ル ト報 告 ス.而 テ 余 ノ成 績 ハ增 加 ニ 傾 ク.

第8表

第3項　 小 括

Adrenalin注 射 後 人 體 皮膚P. i.及 ビ家 兎P. i.ハ 共

ニ減 少 ス. Adrenalin注 射 後 ハ 呼 吸 量 ノ增 加 ヲ見

(Trendelenburg),又 氣 管 枝,氣 管或 ハ 唾 液 等 ノ 諸

腺 ノ分 泌 亢進 ア ル ヲ以 テ(Langley, Bauer),此 ヨ リ

シ テ呼 出 水分 ノ寧 ロ增 加 アル コ トハ 想像 ニ難 カル ベ

ク,從 而前 述 ノ成 績 ヨ リ此 際 家 兎 皮 膚P. i.ハ 少 ク モ

20%以 上 ノ減 少 ア ル ベク,此 レ, K. Eimerノ 實 驗

成 績(22%減 少)ト 符 合 ス ル モ ノ ナ リ.

人 體 皮膚P. i.ノAdrenalin注 射 後 減少 ア ル コ トハ

Diedenノ 見 解, Kraus-Billigheimer.及 ビBillighei

mer等 ノ實驗 成 績 ヨ リAdrenalinハ 直 接 的 汗腺 分 泌

ノ抑制 作用 ア ル コ トヨ リ,或 ハMoogノ 間 接 的 抑 制

作用 ニ基 ク見解 ヨ リ之 ヲ汗 腺 分 泌 減 退 ニ一 部歸 シ得

ラ ル ル モ,皮 膚 腺 裝 置 以 外 ニ於 テ 既 ニ大 ナ ル變 化 ア

ル コ トハ 注 意 ス ベ キ事 實 ナ リ トス.
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第5節　 死家兎ニ就 テノ實驗

四 肢 切斷 後,其 ノ切 斷 端 ノ神 經 ヲ刺 戟 スル 時 ハ 短

時 間 少 量 ノ汗 腺 分 泌 ノア ル コ トハ 古 ヨ リ周 知 ノ事 實

ニ シテ,之 汗腺 ハ 血行 停 止後 共 ノ官 能 ヲ遺 存 スル コ

トヲ證 ス ル ニ止 ル.文 獻 ヲ按 ズ ル ニ多 ク血 行 停 止 ト

共 ニP. i.及 ビ汗 量 ハ 時 間 的 ノ差 異 ハア レ,漸 次減 少

シ行 キ,數 時 間 乃 至 數10時 間 後 殆 ド消 失 ス ル事 實 ハ

一 致 スル ヲ見 ル(Iangley-Uyeno, Kittsteiner , Lo

ewy, Moog, Erismann, Eimer,久 野,久 野-池 内).

余 ハ 家 兎 ニ就 テ 先 ヅ 生 前 體 重 減 少 ヨ リス ル間 接 法

ニ ヨ リテP. i.ヲ 測 定 シ置 キ,次 デ此 ヲ空 氣 栓塞 ニ ヨ

リテ死 ニ到 ラ シメ,肛 門,鼻 孔 ハ 充纒 閉塞 シ,時 間

的 ニ體 重 減少 ヲ秤 量 ス(第9表).死 亡直 後1時 間 ニ

於 テハ 生 前 ノ平 均 約45%ノP. i.ヲ 存 シ,次 デ 漸 次

減 少 シ, 5時 間後 約10%, 10時 間,後 一 部分 測 定 不

能 ノ微 量 トナ リ タル他 ハ72時 間 後 ニ 於 テ モ僅 少 ナ

ガ ラ尚 ホ證 明 シ得.

斯 ク ノ如 ク死 後P. i.ノ 漸 次減 少 スル コ トハ 血行 ニ

關 係 ア ル モ ノ ト考 ヘ ラ レ,市 モ死 後Exitusletalisノ

状 ニア ル 上皮 ガ 時間 ノ經 過 ト共 ニ其 ノ機 能 ヲ失 ヒ テ

Austrocknungニ 移 行 ス ル爲 ト惟 ハ ル.

第9表
(20/11-25/11 1931)

(備 考)　 室 温=12°-22℃

比 濕=60%-85%

第4章　 總 括

平 時P. i.中 皮 膚 ノ何 レノ部 分 ガ之 ニ關與 スル ニ就 テハ古 ヨ リ論議 ノ岐 ルル所 ニ シテ, Cramer,

 Schwenkenbecher, Reinhard, Rohrig, Erismann等 ハ汗腺 裝置ヲ主體 トナ シ, Krause, We

yrichハ 皮膚 非腺 裝置 ニ因ル トナ シ,其 ノ後Loewy-Wechsdmannノ 汗 腺缺除 ノ人體 皮膚 ニ就

テ ノ實驗及 ビEimerノ 汗 腺 ヲ有 セザル動物,即 チ家兎 ニ就 テノ實驗 ニヨリテ皮膚非腺 裝置 ニヨ

ルP. i.ノ 存 在 ガ確證 セラルルニ到 ル.而 テ今 日其 ノ汗腺 及 ビ皮膚 非腺 裝置 ニヨル割合 ハ不明 ト

セラルル所 ナ リ.此 點 ニ就 キ余 ノ人體 皮膚P. i.ノAtropin注 射 後 ノP. i.ノ 比較 的僅微 ナル程度

ノ減少 アル コ トヨリ考 フレバ,體 質,皮 下脂肪組織 等 ニヨ リ多少 ノ差違 ハ ア リト雖 モ,平 時 ニ

於 テハ非腺 裝置 ニ ヨルP. i.ヲ 主 トシ,不 感性發汗 ヲ從 トシ,共 ニ體温 調節 ニ參與 スル ニ非ズヤ

ト思 ハル.

次 ニ余 ノ今囘 ノ成績中, Pilocarpin,酒精, Adrenalin試 驗,及 ビ死 家兎 ニ於 ケル實驗成績 ヨ
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リ,又 前第1報 所報 ノ環境温度 ノ結果 ヨリスルモ,皮 膚血行状態 ガP. i.ニ大ナル關係ヲ有 スル

コトハ明瞭 ナリ.抑 々表皮ニ於テ種子層及 ビ角質層ノ下層ニハ細胞間橋及 ビ此等 ノ間腔 ニハ細

胞間迷路或 ハ細胞間腔アリテ組織及 ビ神經末稍器デ營養 スベキ組織液ノ環流スル アリ,此 ノ細

胞 間迷路ハ全身血管系統 ト官能的連繼 ヲ有 シ,能 働的或ハ受働的 ニ擴縮 ス(Asher).斯 カル組

織(淋 巴)液 ハ毛細管 内皮細胞 ノ濾過,擴 撒,溶 透作用竝 ニ其 ノ分泌等 ノ諸機轉 ニヨ リ成立 シ

(Heidenheim),從 ヒテ毛細管機能 ト極 メテ密接 ナル關係 ヲ有 シ,特 ニ動脉性充 血 ノ如 ク末稍 毛

細 管壓 ノ上昇 アル時 ハ組織液 ハ組織内 ニ旺 ニ浸入 シ,壓 ハ下降 スル時ハ反對 ニ毛細管 ニ向 ヒテ

ノ反流亢進 ス(Hering).斯 カル組織液 ハP. i.ノ 母 體 ト倣 サ レ,是 ヨ リ角化細胞 ハ毛 細管現 象

ニヨ リテ吸取 シ,外 界ニPerspirierenス ル モノニシテ,此 ニ到 ル水分 ノ追送(Transpiration)

ハ 皮 膚組織 ノ機能 ニシテ,就 中血行状態 ニ關連 ヲ有 ス ト考 ヘ ラル.

斯 クノ如 ク,水 分 追送 ヲ經 テ上皮 ハ一定 ノ濕潤 度 ヲ保持 シツツ,外 界 ニ向 ヒテ水分蒸 發 ヲ行

ヒ,此 ノ蒸 發 ニ關 シ, Krauseハ 既 ニ眞皮 ノ上層或 ハ種子層 ル下層 ニ於 テ瓦斯體 トシテ 上皮 ヲ

通過 スル トノ見解 ヲ有 スル モ,敍 上 ノ關係 ヨ リシテ考察 ス レバ角化層 ノ表面或 ハ之 ニ近 ク蒸發

ノ行 ハルル トスルヲ妥 當 ト信 ズ.

血 行 トP. i.ト ノ關係 ハ上述 ノ如 クナル ガ臨牀 上 ニモ一定 ノ皮膚貧 血 ノ状態,例 之冷汗,死 汗

等 ノ如 キ特 定 ノ場合發汗 アル コ トハ事實 ナルモ,他 方 ニ於 テ一般 ニ貧 血患者,動 脉 硬化症等 ニ

發汗少 ク(Moog),又 浮腫強 キ患 者 ニノP. i.減 少 ヲ見 ルハ(進 藤)此 間ノ消息 ヲ物語 ルモ ノナル

ベ シ。

皮温 トP. i.ト ノ密接 ナル關係 ノアル コ トハ多數學 者 ノ認容 スル 所 ナ リ(久 野,久 野-池 内,

 Loewy-Wechselmann, Moog).之 這般述 ベ來 レル皮膚 血行状態 ト. P. i.ノ 關 係 ノ問題 ト別個

ノモノニ非 ズ シテ,即 チ皮膚 血行状態 ノ佳 良 ナル時 ハ皮温 ノ上昇 アルベ ク,個 體 ハP. i.ノ 亢 進

ト共 ニ他 ノ放温機轉 ノ增進 ヲモ示 ス時 ナ リ.即 チ理學的温調節中輻射,傳 導及 ビP. i.ニ ヨ ル部

分 ハ綜 括的 ニ恩師柿沼敎 授 ノ所謂血管運動神 經性温調節 ト稱 セラルル所 以 ナ リ.

更 ニ余 ノ成績 ニ於 テ人體及 ビ家兎 ニ一致的 ニAdrenalin, AtropinハP. i.ヲ 減 少的 ニ作用 シ, 

Pilocarpinハ 反 之.此 レヲ增加 的 ニ作用 ス,斯 カル傾 向 ヨ リシテ,一 般交感神 經緊張症 ハP. i.

少 ク,且 放温乏 シキ状 ニア リ,反 之,副 交感神 經緊張症 ハP. i.ヲ增 加 シ,又 放 温旺盛 ナル状 ニ

ア リ. Dresselノ 謂 フ如ク, Vagotonieニ 體 温低 シ トスル事實,平 常晝間 ト夜 間ハ植物神 經系

統 ニ緊張 ニ差 ア リテ(R. Schmidt),副 交感神 經 ノ優位 ヲ占ムル ト云 フ夜 間ニ體温 ノ一般 ニ下 降

スルニ傾 クガ如 キ現象 ハ一部斯 カル放温 ノ關係 ニモ關 スルモ ノ トモ説 明 スル コ トヲ得.

第5章　 結 論

1) Atropin注 射 後人體 皮膚P. i.及 ビ家兎 ノP. i.ハ 減 少 ス.

2) Pilocarpin注 射 後 人體皮膚P. i.及 ビ家 兎ノP. i.ハ增 加 ス.
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3) 酒精 投與後 モ亦同 ジ.

4) Adrenalin注 射 後人體皮膚P. i.及 ビ家兎 ノP. i.ハ 著 シク減 少 ス.

5) 死 家 兎 ノP. i.ハ 屠 殺 直後 生前 ノ ソ レノ約, 1/2弱ニ貽存 シ,次 デ時 間 ノ經過 ト共 ニ漸 次減少

ス.

6) 呼 吸 瓦斯代謝 ハ家兎 ニ於 テPilocarpin, Adrenalin注 射 後,竝 ニ酒精 投 與後增 加 シ,

 Atropin注 射 後減少 ス.

以 上 ニ ヨ リテ,平 時 ヨ リノP. i.ハ 非 腺裝 置 ヨ リノ水分蒸發大部 テ占 メ,之 ニ不感性發汗 ヲ加

ヘ,共 ニ能働 的 ニ温調節 ニ與 ルモノ ト思考 セラル.又P. i.ノ 消 長 ハ一般 ニ皮膚 血行状態 ト關係

ア リ,植 物性神 經 系緊張 ノ状 ト密接 ナル關係 ヲ保持 ス.

擱筆 スルニ臨 ミ始終御懇篤ナル御指導ヲ賜ハ リ,御 校閲 ノ勞 ヲ忝フセル恩師柿沼敎授ニ滿腔ノ謝意 ヲ

捧グ.
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